
結婚ー序
び”

「
歌
集
の
詞
書
」
に
お
け
る
詩
的
発
想
に
就
い
て

 
馳
「
歌
集
の
詞
書
」

と
す
る
コ
人
称
」

ば
、
 
「
後
撰
集
」

た
。
こ
れ
は
ω
自
己
の
行
動
を
客
観
的
な
も
の
と
し
て
眺
め
」

「
物
語
化
の
意
味
」

て
い
る
の
は
、

い
た
た
め
で
あ
る
と
西
下
経
一
博
士
は
説
か
れ
る
。

「
歌
集
の
詞
書
」

て
い
る
」
等
の
こ
と
は
、

る
。 

さ
て
「
小
説
的
表
現
を
要
求
す
べ
き
時
代
思
潮
」
を
背
景
に
、
 
「
歌
集
の
詞

書
」
が
「
物
語
化
」
ざ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
 
「
小
説
的
表
現
を
要
求
す
べ
き

時
代
思
潮
」
が
、
短
歌
的
表
現
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
持
っ
て
い

 
「
詞
書
」
の
詩
的
発
想
，

 
「
歌
集
」
の
「
詞
書
」
と
「
歌
物
語
」
の
地
の
文

 
「
歌
集
」
の
「
歌
」
と
、
 
「
歌
物
語
」
の
「
歌
」

 
「
歌
集
の
無
二
」
の
劇
詩
的
発
想

 
序
「
詞
書
」
の
詩
的
発
想

 
は
、
例
え
ば
、
 
「
紀
貫
之
集
」
の
よ
う
に
、
作
者
を
中
心

 
で
書
か
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
だ
が
後
に
は
、
例
え

の
よ
う
に
、
 
「
三
人
称
」
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
う
と
す
る

 
の
現
わ
れ
で
、
こ
の
傾
向
が
特
に
「
後
撰
集
」
に
増
大
し

「
小
説
的
表
現
を
要
求
す
べ
き
時
代
思
潮
」
を
背
景
に
持
っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
後
撰
集
」
の
如
く
、

に
、
ω
「
贈
答
歌
が
多
い
、
詞
書
が
長
い
、
三
人
称
を
使
っ

 
 
 
 
「
歌
集
の
物
語
化
を
意
味
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

亀

谷

敬

三

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ま
た
逆
に
、
短
歌
的
表
現
を
支
え
る

旧
情
詩
的
精
神
な
い
し
将
情
詩
的
精
神
の
転
換
が
小
説
的
表
現
に
対
し
て
影
響

す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
更
に
ま
た
小
説
的
表
現
と
短
歌
的
表
現
と

に
お
け
る
詩
的
発
想
の
関
連
性
か
ら
観
て
、
 
「
歌
集
の
詞
書
」
は
、
ど
の
よ
う

に
性
格
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
観
点
に
立

っ
て
考
え
て
み
る
と
き
、

囚
 
 
「
歌
集
」
、
 
「
歌
物
語
」
、
 
「
物
語
小
説
」
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
は
、
・
「
歌

 
」
の
処
理
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

個
 
「
歌
集
の
詞
書
」
と
「
歌
物
語
」
、
 
「
物
語
小
説
」
の
「
物
語
」
と
の
閥

 
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

⑥
 
「
歌
集
の
詞
書
」
と
「
歌
集
の
歌
」
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
連
性

 
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
・

 
以
上
の
諸
点
か
ら
観
て
、
 
「
歌
集
の
詞
書
」
の
構
想
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格

に
措
定
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
一
、

 
も
と
も
と
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
に
お
け
る
交
学
的
要
求
が
「
和
歌
」
を
中

心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
 
「
詞
書
」
の
発
想
は
、
常
に
㈲
「
新
し
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い
文
学
的
要
求
を
盛
り
入
れ
よ
う
」
と
す
る
試
み
を
、
原
則
的
に
持
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
や
が
て
は
、
 
「
和
歌
的
な
る
も
の
、
短
歌
に
従
属
す
る
も

の
」
と
し
て
の
「
詞
書
」
か
ら
、
 
「
物
語
的
な
る
も
の
、
短
歌
と
同
一
水
準
に

立
つ
も
の
」
と
し
て
の
「
地
の
交
」
に
発
展
す
る
に
至
っ
た
と
、
藤
村
作
博
士

は
説
か
れ
て
い
る
。

 
い
ま
試
み
に
、
 
「
歌
集
の
詞
書
」
の
発
想
な
い
し
構
想
と
い
っ
た
も
の
を
、

性
格
づ
け
て
考
え
る
た
め
に
、
平
安
時
代
の
主
要
な
下
学
形
態
に
就
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
晶
に
、
系
譜
的
な
関
連
性
を
想
定
し
て
み
よ
う
。

 
1
、
 
「
歌
集
」
お
よ
び
「
歌
物
語
」

 
2
、
 
「
歌
集
」
お
よ
び
「
歌
、
集
の
詞
書
」

 
3
、
 
「
歌
集
の
詞
書
」
お
1
1
“
び
「
歌
物
語
」

 
4
、
 
「
歌
集
の
詞
書
」
お
よ
び
日
記

 
5
、
日
記
お
よ
び
随
筆

 
6
、
随
筆
お
よ
び
 
説
話
小
説

 
τ
、
日
記
お
よ
び
 
物
語
小
説

 
「
歌
集
の
詞
書
」
は
、
こ
う
し
た
諸
種
の
作
晶
形
態
の
成
立
過
程
の
間
に
成

立
し
た
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
も
し
「
歌
集
の
詞
書
」
の
発
想

を
、
基
本
的
に
支
え
て
い
る
詩
的
精
神
が
、
短
歌
的
、
拝
呈
詩
的
な
も
の
か

ら
、
長
歌
的
、
・
叙
事
詩
的
な
も
の
に
転
換
す
る
、
浮
情
的
叙
事
詩
の
も
の
で
あ

る
と
観
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
一
連
の
平
安
文
学
成
立
過
程
に
「
歌
集
の

詞
書
」
は
、
直
接
、
闘
接
に
大
き
く
関
連
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
周
知
の
如
く
、
 
「
源
氏
物
語
」
 
（
絵
合
巻
）
に
、
1
こ
れ
は
絵
物
語
と
し

て
の
比
較
論
評
の
場
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
が
i
「
先
づ
物
語
の

「
歌
集
の
詞
書
」
に
お
け
る
詩
的
発
想
に
就
い
て

出
で
来
は
じ
め
の
祖
な
る
竹
取
の
翁
に
、
空
穂
の
俊
蔭
を
合
は
せ
て
争
ふ
」
論

点
を
取
り
上
げ
、
 
「
，
次
に
伊
勢
物
語
に
正
三
位
を
合
は
せ
て
」
争
う
場
面
を
描

い
て
い
る
。
物
語
小
説
史
の
展
開
が
、
「
浪
漫
的
傾
向
」
か
ら
「
写
実
的
傾
向
」

へ
と
「
転
移
」
す
る
ω
「
過
渡
期
に
於
け
る
出
現
」
と
し
て
「
空
穂
物
語
」
が

あ
る
と
、
尾
上
八
郎
博
士
は
説
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
源
氏
物
語
」
の
作

者
は
、
こ
う
し
た
物
語
小
説
史
の
頂
点
に
、
 
「
源
氏
物
語
」
を
位
鷺
づ
け
、
物

詔
小
説
の
先
行
形
態
と
し
て
の
「
竹
取
物
語
」
と
0
9
問
に
、
過
渡
期
的
銀
幕
と

し
て
の
「
空
穂
物
語
」
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

「
先
づ
」
最
初
に
「
竹
取
」
と
「
空
穂
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
何
故
で

あ
ろ
う
か
。
 
「
枕
草
子
」
 
（
第
百
七
十
二
段
）
 
に
、
 
「
物
語
は
、
 
住
吉
、
空

穂
の
類
」
と
あ
る
。
物
語
作
家
と
随
筆
作
家
と
の
間
に
観
点
の
相
違
が
あ
る
に

し
て
も
、
 
「
空
穂
物
語
」
の
「
仲
忠
が
童
お
ひ
言
ひ
お
と
す
人
と
、
 
『
鶯
に
時

鳥
は
劣
れ
る
」
と
言
ふ
入
こ
そ
、
い
と
つ
ら
う
憎
け
れ
」
 
（
「
枕
草
子
」
第
二

百
二
十
四
段
）
と
い
っ
た
清
少
納
言
で
あ
る
。
ま
た
紫
式
部
は
、
 
「
空
穂
」
の

神
泉
苑
に
お
け
る
紅
葉
賀
の
宴
に
、
仕
組
ま
れ
た
「
仲
忠
・
涼
の
琴
の
競
演
」

（
吹
上
巻
下
）
に
対
し
て
、
「
源
氏
」
の
朱
雀
院
の
紅
葉
賀
宴
に
先
行
す
る
試
楽

で
、
 
「
光
源
氏
・
頭
中
将
の
舞
の
競
演
」
（
紅
葉
賀
巻
）
を
仕
組
ん
で
い
る
。
し

か
し
清
少
納
言
が
、
南
仲
忠
論
者
や
反
時
鳥
論
者
を
憎
悪
す
る
意
味
と
、
紫
式

部
の
物
語
観
な
い
し
物
語
論
の
概
念
と
は
、
共
通
の
底
辺
に
立
つ
も
の
で
は
な

い
。
対
象
の
焦
点
を
主
人
公
の
周
辺
に
置
い
て
、
外
か
ら
内
に
迫
ろ
う
と
す
る

観
点
に
立
つ
の
が
清
女
で
あ
り
、
主
人
公
を
中
心
に
、
対
象
の
焦
点
を
置
き
、

内
か
ら
外
に
延
び
よ
う
と
す
る
観
点
に
立
つ
の
が
紫
女
で
あ
る
。
前
者
が
解
説

的
・
説
話
的
な
態
度
で
あ
る
に
対
し
、
後
者
は
、
叙
述
的
、
物
語
的
な
態
度
で

あ
る
こ
と
で
、
両
者
は
相
違
す
る
。
清
少
納
言
の
組
方
で
は
、
 
「
竹
取
物
語
」
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は
物
語
小
説
以
前
の
作
品
で
あ
る
。
 
「
竹
取
物
語
」
が
、
紫
式
部
に
よ
っ
て

完
成
さ
れ
た
「
物
語
小
説
」
に
お
け
る
小
説
的
発
想
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り

得
た
も
の
は
、
 
「
永
遠
の
女
性
」
を
主
題
と
し
た
㈲
「
主
題
と
筋
と
の
伝
説
的

な
要
素
」
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
 
「
伝
説
的
な
要
素
」
が
、

そ
の
解
説
的
な
、
説
話
的
な
要
因
に
も
拘
ら
ず
、
物
語
小
説
の
成
立
過
程
に
、

何
故
に
大
き
な
源
泉
と
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
将
情
詩
的
に
支
え

ら
れ
た
叙
事
詩
的
な
小
説
的
発
想
の
可
能
性
を
、
 
「
竹
取
物
語
」
に
見
出
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
竹
取
物
語
」
の
古
代
的
な
主
題
性

追
及
に
対
し
て
、
近
代
的
な
主
題
性
追
及
の
作
動
と
い
っ
た
形
で
、
 
「
空
穂
物

語
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
紫
式
部
は
、
 
「
先
づ
」
物
語
小
説

と
し
て
の
、
浪
漫
的
、
一
も
ち
ろ
ん
㈹
「
浪
漫
的
素
材
と
、
現
実
的
素
材
と

の
統
一
」
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
 
「
竹
取
物
語
」
を
取
り
上
げ
、
 
「
次
に
」
物

語
小
説
と
い
う
基
本
的
な
性
格
か
ら
観
れ
ば
、
異
質
の
「
歌
物
語
」
に
属
す

る
「
伊
勢
物
語
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

 
「
竹
取
物
語
」
の
「
今
は
昔
、
竹
取
の
翁
」
と
い
う
小
説
的
発
想
に
は
、

即
日
者
哨
越
漆
デ
唄
阿
児
擁
し
と
か
、
ヨ
日
有
孝
翁
ヨ
弓
蝦
取
翁

也
。
」
と
い
っ
た
伝
説
的
発
想
か
ら
の
近
代
的
転
換
が
見
出
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
 
「
む
か
し
、
男
あ
り
け
り
」
と
い
う
「
伊
勢
物
語
」
の
発
想
に
は

伝
説
的
な
長
詩
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
 
「
む
か
し
、
男
あ
り
」
と
い
っ
た

発
想
が
、
 
「
昔
者
有
，
娘
子
」
 
「
昔
有
老
・
翁
」
と
い
う
形
を
承
け
継
い
で
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
幽
一
 
 
一
 
 
 
 
 
一
一
 
 
一

に
過
ぎ
な
い
。
 
「
男
あ
り
け
り
」
と
回
想
す
る
立
場
は
、
 
「
今
」
の
時
点
に
あ

る
Q

 
「
む
か
し
」
は
現
代
に
対
す
る
古
代
へ
の
回
帰
で
あ
る
。
単
な
る
「
昔
」
で

は
な
い
。
 
「
今
は
昔
」
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
。
 
「
伊
勢
物
語
」
の
発
想
に

は
、
 
「
竹
取
物
語
」
の
発
想
に
観
ら
れ
る
よ
う
な
浪
漫
的
傾
向
か
ら
写
実
的
傾

向
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
近
代
的
な
も
の
を
見
出
す
。
こ
の
近
代
的
発
想
を
支

え
る
詩
的
精
神
は
、
 
「
万
葉
集
」
か
ら
「
古
今
集
」
に
至
る
近
代
的
転
換
の
幾

変
遷
を
経
て
、
到
達
し
た
頂
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
「
万
葉
集
」
に
お
け

る
至
情
詩
的
精
神
の
分
裂
が
、
ω
柿
本
人
麿
の
「
歌
」
に
観
ら
れ
る
人
麿
的

統
一
か
ら
、
更
に
大
伴
家
持
の
理
知
的
傾
向
の
「
歌
」
に
観
ら
れ
る
よ
う
な
家

持
的
統
一
を
経
て
、
 
「
古
今
集
」
の
序
文
な
い
し
、
紀
貫
之
の
「
歌
」
に
観
ら

れ
る
よ
う
な
貫
之
的
統
一
を
頂
点
と
す
る
新
野
情
詩
的
精
神
の
成
立
へ
系
譜
づ

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
久
松
潜
一
博
士
は
、
 
「
古
今
集
」
の
序
文
で
は
、

「
ま
こ
と
」
を
中
心
と
し
て
は
居
る
が
、
㈲
「
心
と
詞
と
を
対
立
的
に
見
て
、

そ
の
調
和
を
説
く
こ
と
」
か
ら
、
調
和
的
な
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
萌
芽
が
見

ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
三
拝
情
詩
的
精
神
の
成
立
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ

の
こ
と
は
新
叙
事
詩
的
精
，
神
の
成
立
と
も
並
行
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
ら
の
新
詩
的
精
神
の
成
立
な
く
し
て
は
、
 
「
竹
「
取
」
・
「
伊
勢
」
の
存
立

は
考
え
ら
れ
な
い
。
 
「
竹
取
物
講
」
は
、
新
叙
事
詩
灼
精
神
に
支
え
ら
れ
た
近

代
的
発
想
の
「
物
語
小
説
」
で
あ
り
、
 
「
伊
勢
物
語
」
は
、
新
浮
情
詩
的
精
神

に
支
え
ら
れ
た
近
代
的
発
想
の
小
説
的
な
「
歌
物
語
」
で
あ
る
。
紫
式
部
の
新

詩
的
精
神
の
発
見
が
、
 
「
絵
合
の
巻
」
に
お
け
る
比
較
小
説
論
を
展
開
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
 
「
歌
集
の
詞
書
」
の
性
格
は
、
後

に
述
べ
る
如
く
、
こ
う
し
た
新
詩
的
精
神
の
発
想
の
線
に
沿
っ
て
、
意
味
づ
け

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
・
、
低
い
。

 
さ
て
「
伊
勢
物
語
」
は
、
 
「
む
か
し
、
男
」
'
6
2
・
主
人
公
と
す
る
「
歌
物
語
」
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で
あ
る
＼
＼
。
そ
の
主
人
公
が
、
「
在
原
業
平
」
で
あ
る
か
、
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ

る
と
し
て
も
、
物
語
に
登
場
す
る
主
要
人
物
に
造
型
さ
れ
た
人
間
像
に
は
、
実

在
し
た
業
平
の
面
影
を
投
影
し
た
も
の
が
主
軸
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て

差
支
え
あ
る
ま
い
。
少
な
く
と
も
、
清
少
納
言
や
紫
式
部
は
、
彼
女
た
ち
の
創

作
的
体
験
を
通
し
て
、
 
「
伊
勢
物
語
」
が
、
 
「
在
原
業
平
」
を
中
心
と
す
る

「
歌
物
語
」
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
お
い
て
主
張
し
て
い
る
よ

う
に
さ
え
想
察
さ
れ
る
。
諸
説
も
あ
る
が
、
 
「
枕
草
子
」
 
（
第
七
十
段
）
の

「
あ
や
し
う
、
い
せ
の
物
語
な
る
や
」
の
「
い
せ
の
物
語
」
を
、
清
少
納
言
は

「
伊
勢
物
語
」
と
観
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
「
伊
勢
r
物
語
」
が
業
平
を

中
心
と
す
る
相
聞
の
「
歌
物
語
」
で
あ
る
と
観
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
頭
中
将
（
甲
信
）
か
ら
清
少
納
言
へ
宛
て
た
「
三
省
の
花
の
時
、
錦
帳

の
下
」
に
対
す
る
返
歌
を
、
彼
の
使
者
に
せ
き
た
て
ら
れ
た
清
女
が
、
そ
の
場

の
情
景
に
、
 
「
伊
勢
物
語
」
の
一
場
面
を
聯
想
し
て
、
 
「
，
あ
や
し
う
」
と
直
観

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
そ

れ
は
「
伊
勢
物
語
」
 
（
第
六
十
八
段
）
に
「
伊
勢
の
国
に
狩
の
使
」
と
し
て
赴

い
た
、
 
「
む
か
し
、
男
」
と
、
 
「
斎
宮
な
り
け
る
人
」
と
の
間
に
贈
答
さ
れ
た

相
聞
歌
の
場
面
で
あ
ろ
う
。

 
「
子
（
ね
）
一
つ
よ
り
丑
（
う
し
）
．
三
つ
ま
で
あ
る
に
、
ま
だ
何
事
も
語
ら

 
ひ
あ
へ
ぬ
程
に
、
 
（
女
）
帰
り
に
け
り
。

 
 
云
い
と
悲
し
く
て
寝
ず
に
な
り
に
け
り
。

 
 
つ
と
め
て
（
翌
朝
）
い
ぶ
か
し
け
れ
ど
、
我
が
入
を
や
る
べ
き
に
し
あ
ら

 
ね
ば
、
い
と
心
も
と
な
く
て
待
ち
居
れ
ば
、
明
け
離
れ
で
暫
し
あ
る
程
に
、

 
女
の
も
と
よ
り
詞
は
無
く
て
、

 
 
君
や
来
し
我
や
行
き
け
む
思
ほ
え
ず

「
歌
集
の
詞
書
」
に
お
け
る
詩
的
発
想
に
就
い
て

 
 
 
 
 
夢
か
う
つ
つ
か
寝
て
か
さ
め
て
か

 
 
男
、
い
と
い
た
う
泣
き
て
詠
め
る
、

 
 
 
か
き
く
ら
す
心
の
闇
に
ま
ど
ひ
に
｝
、
・

 
 
 
 
 
夢
う
つ
つ
と
は
宮
詣
さ
だ
め
よ

 
 
と
、
詠
み
や
り
て
、
狩
に
出
で
ぬ
。
」

 
こ
の
二
つ
の
「
歌
」
に
観
ら
れ
る
虚
無
的
な
幻
滅
的
な
昏
情
性
は
、
 
「
伊
勢

物
語
」
の
主
題
性
を
追
及
す
る
場
合
の
手
が
か
り
と
し
て
、
重
要
な
資
料
で
は

 
 
 
ヘ
 
 
へ
 
む

あ
る
ま
し
カ

 
こ
れ
ら
の
「
歌
」
を
「
歌
集
」
に
取
り
上
げ
る
と
・
、
き
の
「
詞
書
」
と
し
て
、
例

え
ば
、
 
「
業
平
集
」
で
は
、
 
「
斎
宮
な
り
け
る
人
」
を
単
に
「
あ
る
人
」
と
書

い
て
あ
る
。
 
「
歌
」
は
「
我
や
ゆ
き
け
む
覚
束
な
」
と
あ
っ
て
、
 
「
伊
勢
物

語
」
の
「
思
ほ
え
ず
」
と
の
閥
に
、
意
味
の
上
で
微
妙
な
相
違
を
見
せ
て
い

る
。
ま
た
、
 
「
か
へ
し
」
の
「
歌
」
で
も
、
 
「
物
語
」
で
は
「
夢
う
つ
つ
と
は

世
入
さ
だ
め
よ
」
と
あ
っ
て
「
歌
集
」
の
「
繋
留
さ
だ
め
よ
」
と
の
問
に
は
、

禦
ぎ
・
な
開
ぎ
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
歌
詞
」
の
相
違
は
暫
く
措
く
と
し
て

も
、
「
詞
書
」
に
就
い
て
、
「
業
平
集
」
と
「
古
今
集
」
と
の
間
に
は
、
重
要

な
相
違
点
が
あ
る
。
 
「
業
平
集
」
で
は
、
歌
主
と
「
あ
る
人
」
と
の
間
に
ま
つ

わ
る
叙
述
的
な
内
容
も
な
く
、
解
説
的
な
内
容
も
観
ら
れ
な
い
。
 
「
古
今
集
」

（
巻
第
十
三
恋
歌
三
）
で
は
、

 
「
業
平
朝
臣
の
伊
勢
の
国
に
ま
か
り
け
る
時
、
斎
宮
な
り
け
る
人
に
、
い
と

 
ひ
そ
か
に
逢
ひ
て
、
又
の
あ
し
た
（
朝
）
に
、
人
や
る
す
べ
も
な
く
て
思
ひ

 
を
り
け
る
間
に
、
女
の
も
と
よ
り
お
こ
せ
た
り
け
る
。
」

 
と
い
う
「
詞
書
」
で
あ
る
。
「
業
平
集
」
の
「
あ
る
人
」
が
「
女
」
と
書
か
れ
、

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
「
斎
宮
な
り
け
る
人
」
で
あ
る
。
そ
の
「
女
」
が
、
 
「
女
の
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も
と
よ
り
お
こ
せ
た
り
け
る
」
と
い
っ
た
叙
述
面
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
」
こ
の
「
詞
書
」
に
盛
ら
れ
た
内
容
は
、
 
「
伊
勢
物
語
」
の
叙
述
的
内
容
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
過
ぎ
な
い
。
解
説
的
な
性
格
で
あ
る
点
か
ら
観
て
、
 
「
物

語
」
そ
の
も
の
の
叙
述
面
に
直
接
に
連
な
る
性
格
の
も
の
で
も
な
い
。
 
「
女
の

も
と
よ
り
詞
は
な
く
て
、
『
君
や
来
し
云
々
」
行
い
と
い
た
う
泣
き
て
詠
め
る

『
か
き
く
ら
す
云
々
」
と
詠
み
や
り
て
狩
に
出
で
ぬ
。
」
と
い
っ
た
物
語
的
な

叙
述
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
 
「
伊
勢
物
語
」
の
題
名
を

考
え
る
上
に
、
解
説
的
な
資
料
と
し
て
の
、
有
力
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
何
故

な
ら
ば
、
．
・
二
つ
の
「
歌
」
が
、
 
「
業
平
集
」
・
・
「
伊
勢
物
語
」
 
・
「
古
今
集
」

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
 
「
歌
」
が

そ
の
作
品
を
占
め
る
位
置
、
 
「
歌
」
の
在
り
方
と
い
っ
た
も
の
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
と
い
っ
た
問
題
点
を
、
 
「
詞
書
」
は
解
説
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
主
観
的
、
告
白
的
な
「
業
平
集
」
か
ら
、
客
観
的
、
叙
述
的
な
「
伊
勢
物

語
」
へ
、
そ
れ
か
ら
更
に
、
主
客
合
一
と
い
っ
た
主
体
的
、
解
説
的
な
「
古
今

集
」
へ
と
、
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
作
晶
の
成
立
過
程
を

追
及
す
る
上
に
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
ま
た
、
こ
う

し
た
処
理
の
方
法
を
通
し
て
、
 
「
詞
書
」
そ
の
も
の
の
性
格
を
観
る
上
か
ら
も

重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
即
ち
、

 
「
古
今
集
」
の
「
詞
書
」
は
、
 
「
伊
勢
物
語
」
の
「
む
か
し
、
男
」
を
、

「
業
平
朝
臣
」
と
指
名
す
る
と
共
に
、
 
「
斎
宮
な
り
け
る
人
」
と
の
間
に
贈
答

さ
れ
た
相
聞
歌
を
、
主
体
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
【
、
伊
勢
物
語
」

の
題
名
が
、
こ
の
「
歌
」
の
物
語
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
実
証
的
に
示
唆
し

て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
清
少
納
言
が
「
あ
や
し
う
、
い
せ
の
物
語
」
と
い

っ
た
こ
と
か
ら
示
唆
さ
れ
る
所
の
、
「
伊
勢
物
語
」
で
、
 
「
男
も
女
も
血
の
涙
を

流
せ
ど
え
逢
は
ず
」
し
て
別
れ
る
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
早
朝
に
、
．
女
の
方

か
ら
さ
し
出
し
た
土
器
の
酒
盃
に
書
か
れ
て
い
る
歌
の
文
字
は
、
 
「
か
ち
入
の

わ
た
れ
ど
濡
れ
ぬ
縁
（
え
に
し
）
あ
れ
ば
」
と
い
う
上
の
句
で
あ
る
。
男
は
燃

え
残
り
の
「
続
松
（
つ
い
ま
つ
）
の
炭
」
で
「
ま
た
あ
ふ
坂
の
関
は
越
え
な

む
」
と
、
下
の
句
を
書
き
つ
け
て
返
し
た
。
 
「
枕
草
子
」
で
は
、
清
少
納
言

が
、
頭
中
将
か
ら
贈
ら
れ
た
、
 
「
蘭
省
の
花
の
時
、
云
々
」
の
「
薄
様
」
に

「
炭
櫃
」
の
消
え
残
り
の
「
炭
」
で
、
 
「
草
の
庵
を
誰
か
た
つ
ね
む
」
と
、
書

き
続
け
て
返
し
て
い
る
。
 
「
 
 
、

 
紫
式
部
は
、
 
「
絵
合
の
巻
」
で
「
伊
勢
の
物
語
に
正
三
位
を
合
は
せ
」
た
比

較
論
評
の
場
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
を
通
し
て
、
 
「
業
平
が
名
を
や
朽
た
す

べ
き
」
 
（
平
内
侍
）
 
「
二
五
中
将
の
名
を
ば
え
朽
た
さ
じ
」
 
（
藤
壷
中
・
宮
）
と

主
張
す
る
。
こ
の
場
の
雰
囲
気
か
ら
観
て
、
 
「
歌
物
語
」
と
し
て
の
「
伊
勢
物

語
」
に
対
す
る
「
正
三
位
」
は
、
お
そ
ら
く
、
 
「
兵
衛
の
大
君
」
を
主
入
公
と

す
る
「
正
三
位
物
語
」
と
い
っ
た
、
 
「
伊
勢
物
語
」
と
は
同
工
異
曲
の
、
近
代

的
な
「
歌
物
語
」
で
は
あ
る
ま
い
か
。
左
（
梅
壼
）
方
の
、
む
し
ろ
古
典
的
な

「
世
の
常
の
装
ひ
」
に
対
し
て
、
右
（
弘
徽
殿
）
方
は
「
今
め
か
し
き
華
や
か

さ
」
 
「
今
め
か
し
き
を
か
し
げ
」
と
い
っ
た
近
代
的
な
新
鮮
な
装
い
の
作
品

で
、
対
立
し
て
、
左
右
と
も
自
己
の
主
張
を
耗
げ
な
い
。

 
「
餌
勢
物
語
」
甑
を
支
持
す
る
左
方
の

 
 
 
伊
勢
の
海
の
深
斗
議
、
心
を
た
ど
ら
ず
て

 
 
 
 
 
ふ
り
に
し
跡
を
波
や
け
っ
ぺ
き
（
平
内
侍
）

 
 
に
対
し
て
、
 
「
正
三
位
」
を
支
持
す
る
右
方
は
、

 
 
 
雲
の
上
に
思
ひ
の
ぼ
れ
る
心
に
は

 
 
 
 
 
千
ひ
ろ
の
底
も
は
る
か
に
ぞ
見
る
（
大
弐
典
侍
）
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●

 
 
と
い
う
こ
と
で
、
双
万
と
も
一
歩
．
も
譲
ら
な
い
。

だ
が
…
藤
壷
中
宮
の
裁
定
は
左
方
に
．
傾
く
。

 
 
．
見
る
め
こ
そ
う
ら
ふ
り
ぬ
ら
め
年
経
に
し

 
 
 
 
 
伊
勢
を
の
螢
の
名
を
や
沈
め
む

 
こ
こ
で
「
正
三
位
］
に
就
い
て
考
え
て
み
る
。
「
伊
勢
の
海
」
と
「
，
伊
勢
物

語
」
、
ま
た
は
「
伊
勢
を
の
螢
」
と
、
在
．
原
業
平
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結

び
つ
き
を
根
拠
づ
け
る
よ
う
な
、
本
質
的
な
も
の
は
何
も
な
い
。
し
か
し
「
年

経
に
し
伊
勢
を
の
蟹
」
を
「
い
せ
の
海
に
遊
ぶ
蟹
」
と
し
た
「
、
歌
」
が
、
 
「
伊

勢
と
い
ふ
人
に
」
と
い
う
「
詞
書
」
で
「
業
平
集
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 
 
い
せ
の
海
に
遊
ぶ
蟹
と
も
成
に
し
が

 
 
 
 
波
か
き
分
け
て
み
る
め
潜
か
ん

 
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
歌
」
は
、
 
「
伊
勢
集
」
に
、
 
［
-
入
の
お
こ
せ
た

る
」
と
い
う
 
 
 
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
「
返
し
」
と
し
て
、

 
 
お
ぼ
ろ
げ
の
螢
や
は
潜
く
伊
勢
の
海
の

 
 
 
 
浪
高
き
浦
に
生
ふ
る
み
る
め
を

 
の
「
歌
」
を
挙
げ
て
い
る
。
 
「
歌
集
」
に
は
、
自
撰
、
他
撰
、
私
撰
ハ
公
撰

特
に
勅
撰
、
と
い
っ
た
、
種
々
の
撰
歌
墓
準
な
い
し
方
式
が
あ
る
筈
で
、
 
「
詞

書
」
の
発
想
、
そ
の
書
き
方
に
も
、
様
々
の
牲
格
、
様
式
が
あ
り
得
る
も
の
で

あ
る
。
だ
が
「
業
平
集
」
と
「
伊
勢
集
」
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
詞
書
」

に
、
 
「
伊
勢
と
い
ふ
人
に
」
と
書
き
、
「
人
の
お
こ
せ
た
る
」
と
書
い
て
あ
る
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
相
違
は
、
注
相
に
値
す
る
。
藤
壷
中
宮
の
「
年
経
に
し
伊
勢
を
の

蟹
」
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
「
歌
」
が
「
伊
勢
集
」
に
見
出
さ
れ
る
。
 
「
思
ふ
こ

と
あ
り
・
け
る
」
「
と
い
う
「
詞
書
」
で
記
載
さ
れ
て
い
る
二
首
の
一
つ
は
、

 
 
い
ぜ
の
海
に
年
経
て
住
み
し
蛋
な
れ
ば

「
歌
集
の
詞
書
」
に
お
け
る
詩
的
発
想
に
就
い
て

 
 
 
い
つ
れ
の
藻
か
は
潜
き
残
せ
る

と
い
っ
た
歌
で
あ
る
。
 
「
思
ふ
こ
と
」
の
対
象
が
何
で
あ
っ
た
、
ど
う
い
う

内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
別
問
題
ど
し
て
、
こ
の
「
歌
」
そ
の
も
の
は
複

雑
な
構
想
で
あ
る
。
紫
式
部
が
「
年
経
に
し
伊
勢
を
の
蟹
」
の
業
平
と
、
 
「
い
、

せ
の
海
に
年
経
て
住
み
し
蟹
」
の
伊
勢
と
を
結
び
つ
け
て
意
識
し
た
も
の
か
ど

う
か
、
そ
れ
は
不
明
で
あ
る
。
論
外
で
あ
る
。
た
だ
「
業
平
集
」
の
業
平
に
対

す
る
、
 
「
伊
勢
集
」
の
伊
勢
は
、
紫
式
部
の
創
作
意
識
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
理

解
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
「
伊
勢
集
」
は
、
既
に
諸
学
者
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
・
物
語
化
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
 
「
い
せ
の
海
に
年

経
て
住
み
し
蟹
」
の
も
と
に
接
近
す
る
人
物
が
、
こ
の
「
伊
勢
集
」
に
は
数

多
く
登
場
レ
て
い
る
。
 
「
歌
集
」
が
「
物
藷
化
」
さ
れ
る
と
い
う
之
と
は
、

「
歌
」
が
「
物
語
」
に
横
す
べ
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
蛍
・

に
「
歌
」
が
「
物
語
」
に
傾
斜
し
た
と
か
、
 
「
物
語
し
が
「
歌
」
に
豪
制
さ
れ

た
と
い
っ
た
こ
と
で
も
な
い
。
 
「
歌
」
 
「
物
語
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
支
え
る
詩

的
精
神
の
転
換
で
あ
り
、
・
交
流
で
あ
り
、
そ
し
て
主
体
的
な
統
A
口
で
あ
る
。

「
歌
」
を
支
え
る
短
歌
的
叫
泣
と
、
 
「
物
語
」
を
支
え
る
小
，
説
．
的
精
神
の
、
よ

り
高
い
次
元
に
お
け
る
詩
的
統
一
が
写
実
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
交
学
作
品
の
近
代
的
転
換
期
に
お
け
る
創
作
過
程
と
し
て
実

現
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
「
伊
勢
集
」
に
登
場
し
た
人
物
も
、
多
く
は
、
こ
の
転
換
の
渦
中
に
生
き
た

人
た
ち
で
あ
る
。
そ
う
し
τ
ま
た
、
彼
ら
の
「
歌
」
が
か
な
り
に
「
後
撰
集
」

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
事
実
も
、
こ
う
し
た
近
代
的
意
義
の
面
か

ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 
「
後
撰
集
」
の
撰
者
は
、
 
「
伊
勢
集
」
に
、
 
「
人

の
お
こ
せ
た
る
」
と
「
詞
書
」
さ
れ
た
州
、
入
」
を
、
 
「
業
．
平
朝
臣
」
と
実
名
化
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し
、
ま
た
「
貫
之
集
」
に
「
伊
勢
と
い
ふ
人
」
と
「
詞
書
」
さ
れ
て
い
た
特
定

人
の
指
名
を
、
 
「
後
撰
集
」
で
は
、
客
観
的
に
「
伊
勢
」
と
記
名
し
て
あ
る
。

「
業
平
集
」
と
「
伊
勢
物
語
」
ま
た
「
業
平
集
」
 
「
、
伊
勢
集
」
と
「
後
撰
集
」

さ
ら
に
「
業
平
集
」
 
「
伊
勢
集
」
 
「
後
撰
集
」
あ
る
い
は
「
業
平
集
」
 
「
伊
勢

」
集
」
と
「
-
源
氏
物
語
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
づ
け
た
面
で
浮
彫
さ
れ
る
伊
勢
の

人
閻
像
を
、
 
「
正
三
位
」
の
「
兵
衛
の
大
君
」
の
人
聞
像
と
し
て
想
定
す
る
根

拠
は
、
し
か
し
何
も
見
出
さ
れ
な
い
。
た
だ
も
し
、
、
臆
謝
す
る
こ
と
が
容
さ
れ

る
な
ら
ば
、
業
平
と
伊
勢
と
の
贈
答
歌
に
観
ら
れ
る
よ
う
な
、
 
「
業
平
朝
臣
」

に
対
す
る
「
伊
勢
」
の
拒
否
的
態
度
が
、
 
「
兵
衛
の
大
君
」
に
も
造
型
さ
れ
て

い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
業
平
を
支
持
し
よ
う
と

さ
れ
た
藤
壷
中
宮
の
、
伊
勢
に
対
す
る
反
叢
が
、
そ
の
ま
ま
「
兵
衛
の
大
君
」

へ
の
遠
景
と
し
て
発
寒
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
「
正
三

位
」
を
支
持
し
、
 
「
伊
勢
物
．
語
」
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
右
方
へ
の
、
藤
壼
中

宮
の
反
機
は
、
 
「
兵
衛
の
大
君
の
心
だ
か
さ
は
、
げ
に
捨
て
難
け
れ
ど
、
曾
池

巾
・
将
の
名
を
ば
え
朽
た
さ
じ
」
と
い
っ
た
判
詞
と
、
 
「
見
る
め
こ
そ
う
ら
ふ
与
．

ぬ
ら
め
年
経
に
し
、
云
々
」
の
「
歌
」
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
ち
ま

い
か
。
 
「
伊
勢
物
語
」
に
「
か
き
く
ら
す
心
の
闇
に
ま
ど
ひ
に
き
、
云
々
」
と

歌
っ
た
「
む
が
し
、
男
」
が
、
古
典
的
な
、
レ
か
も
庶
民
社
会
の
現
実
主
義
に

生
き
た
業
平
の
人
聞
像
と
し
て
造
型
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
歌

の
拝
情
性
が
「
業
平
集
」
の
「
伊
勢
の
海
に
遊
ぶ
蟹
と
も
成
に
し
が
、
・
云
々
」

の
歌
に
も
通
じ
る
虚
無
的
仔
情
性
と
し
て
「
伊
勢
物
語
」
の
主
題
性
で
あ
る
と
．

想
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
「
雲
の
上
に
思
ひ
の
ぼ
れ
る
心
」
の
持
主

で
あ
る
か
の
如
く
、
大
弐
の
典
侍
に
歌
わ
れ
て
い
た
「
正
三
位
」
の
「
兵
衛
の

大
君
」
は
貴
族
社
会
の
、
近
代
的
な
理
想
主
義
に
生
き
た
人
聞
像
と
し
て
造
型

さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
 
「
伊
勢
物
語
」
の

「
斎
宮
な
り
け
る
人
」
が
、
 
「
君
や
来
し
我
や
行
き
け
む
思
ほ
え
ず
、
云
々
」
と

歌
っ
た
幻
滅
的
な
拝
情
性
は
、
 
「
伊
勢
集
」
の
「
お
ぼ
ろ
げ
の
蟹
や
は
潜
く
、

云
々
」
と
「
歌
」
は
現
実
否
定
の
拝
情
性
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
幻
滅
的

な
将
情
性
が
「
正
三
位
」
の
主
題
性
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ

ト
つ
。

 
「
歌
集
」
が
「
歌
」
を
通
し
て
「
物
語
」
に
転
換
し
、
物
語
化
さ
れ
て
ゆ
く

成
立
過
程
は
、
例
え
ば
、
 
「
伊
勢
集
」
に
「
い
つ
れ
の
御
厳
に
か
あ
り
け
ん
、

．
大
御
息
所
（
七
条
后
）
と
聞
え
け
る
御
局
に
、
大
和
に
親
（
継
蔭
）
あ
り
け
る

人
，
（
伊
勢
）
さ
ぶ
ら
ひ
け
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
・
「
物
語
小
説
」
の
発
想
と
殆

ん
ど
軌
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
し
か
し
「
歌
集
」
と
「
歌
物
語
」
と
の
関
連
性
は
、
例
え
ば
、
 
「
業
平
集
」

と
「
伊
勢
物
語
」
に
観
ら
れ
る
よ
う
に
、
 
「
物
語
小
説
」
の
発
想
と
同
質
の
も

の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
、
「
歌
」
の
取
り
上
げ
方
が
全
く
異
な
っ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
 
「
歌
集
の
詞
書
」
は
、
こ
の
性
格
で
意
味
づ
け
ら
れ
る
。

二

 
h
歌
物
語
」
と
い
え
ば
、
「
伊
勢
・
大
和
」
と
称
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
 
「
歌
」

の
処
理
、
 
「
物
語
」
の
小
説
的
発
想
に
お
い
て
、
 
「
大
和
物
語
」
は
「
伊
勢

物
語
」
と
異
な
り
、
㈹
「
物
語
と
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
説
話
集
で
あ
る
」
と
岡

崎
義
恵
博
士
は
説
か
れ
る
。
個
々
の
「
物
語
」
が
「
説
話
」
と
し
て
発
想
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
い
ま
試
み
に
、
両
者
が
、
 
「
歌
」
の
処
理

で
小
説
．
的
発
想
の
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
か
を
探
っ
て

み
よ
う
。
例
え
ば
、
 
「
伊
勢
物
語
」
 
（
第
二
十
三
段
）
と
「
大
和
物
語
」
 
（
第
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百
四
十
四
話
）
に
就
い
て
勧
る
。

 
 
風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
立
っ
た
山

 
 
 
 
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む
 
 
 
，

 
と
い
っ
た
「
歌
」
を
中
心
と
す
る
「
物
語
」
で
あ
る
。
一
人
の
女
が
妻
と
し

て
夫
に
捧
げ
る
愛
情
の
物
語
で
あ
る
。
夫
は
河
内
の
国
へ
行
商
に
出
か
け
る
う

ち
、
河
内
の
女
と
関
係
を
結
ぶ
が
、
妻
に
は
嫉
妬
の
気
配
も
な
い
。
同
じ
話

題
、
同
じ
主
人
公
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
そ
の
主
題
性
の
捉
え
方
が
、
 
「
伊
勢

」
で
は
物
語
的
発
想
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
に
対
し
、
，
「
大
和
」
で
は
説

話
的
発
想
で
あ
る
。
前
者
に
は
、
ω
「
愛
の
物
語
」
に
「
盛
り
上
が
り
」
．
が
観

ら
れ
、
後
者
に
は
、
技
巧
的
に
「
誇
張
」
さ
れ
た
「
作
為
」
が
あ
る
。
 
「
伊
勢
物

語
」
の
作
者
は
、
 
「
筒
井
筒
」
に
か
け
お
平
な
馴
染
の
純
情
に
結
ば
れ
た
人
間

的
な
愛
情
を
不
変
に
不
滅
に
捧
げ
よ
う
と
す
る
女
性
を
描
い
て
い
る
。
 
「
さ
り

け
れ
ど
、
こ
の
も
と
の
女
、
悪
し
と
思
へ
る
気
色
も
な
く
て
、
出
だ
し
や
り
け

れ
ば
、
云
々
」
と
い
っ
た
発
想
に
は
、
人
間
的
な
愛
情
の
生
長
を
物
語
的
に
捉

え
よ
う
と
す
る
作
者
自
身
の
姿
が
窺
わ
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
「
「
大
和
物
語
」

の
作
者
は
、
 
「
心
地
に
は
限
り
な
く
潔
く
心
憂
し
と
思
ふ
を
忍
ぶ
」
女
と
し
て

、
描
い
て
い
る
。
夫
が
「
留
ま
り
な
む
と
思
ふ
夜
も
、
猶
ほ
『
往
ね
』
と
」
、
爵

う
。
嫉
妬
の
情
熱
を
抑
え
る
た
め
に
、
 
「
㍉
沌
（
か
な
ま
り
）
に
水
」
を
入
れ
て

胸
に
置
く
。
水
が
熱
湯
に
た
ぎ
り
ぬ
れ
ば
、
棄
て
つ
。
ま
た
張
を
入
る
し
と
い

っ
た
技
巧
派
の
人
間
で
あ
る
。
 
「
伊
勢
物
語
」
の
よ
う
に
、
物
語
的
な
叙
述
の

線
に
沿
う
た
正
両
か
ら
の
描
写
で
は
な
ぐ
、
説
話
的
な
側
面
描
写
で
造
型
さ
れ

た
人
間
像
で
あ
る
。
解
剖
さ
れ
た
断
面
図
の
解
説
と
い
っ
た
発
想
形
態
が
「
大

和
物
語
」
で
あ
る
。
 
「
歌
」
の
取
り
上
げ
方
も
、
そ
の
線
に
沿
う
て
基
底
が
措

定
さ
れ
る
。
 
「
伊
勢
」
で
は
嫉
妬
の
表
情
を
見
せ
な
い
女
と
、
そ
れ
を
疑
ふ
男

「
歌
集
の
詞
書
」
に
お
け
る
詩
的
発
想
に
就
い
て

の
描
き
方
が
、
，
そ
の
ま
ま
叙
述
の
線
を
通
し
て
、
 
「
歌
」
の
・
取
り
上
げ
方
に
も

通
じ
る
の
で
あ
る
。

 
「
（
男
）
前
栽
-
の
中
に
隠
れ
る
て
、
河
内
へ
往
．
ぬ
る
顔
に
て
見
れ
ば
、
こ
の

 
暗
い
と
よ
う
化
粧
じ
て
、
う
ち
眺
め
て
、

 
 
風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
…
…

 
と
、
詠
み
け
る
を
聞
き
て
、
限
な
く
愛
し
と
思
ひ
て
、
河
内
岱
・
。
行
か
ず
な

 
り
に
け
り
。
 
（
伊
勢
物
語
）

 
「
前
裁
の
中
に
隠
れ
て
、
男
や
来
る
と
見
れ
ば
、
端
に
出
で
み
て
、
月
の
い

 
と
い
み
じ
ろ
雌
臼
き
に
-
 
使
ふ
人
の
前
な
り
け
る
に
、
言
ひ
け
る
。

 
 
風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
波
…
…

「
と
、
詠
み
け
れ
ば
、
 
『
我
が
上
を
思
ふ
な
り
け
り
』

 
と
思
ふ
に
、
い
と
悲
し
う
な
り
ぬ
。
」
 
（
大
和
物
語
）

 
「
大
和
」
で
は
、
 
「
説
話
し
'
、
8
、
構
威
す
る
た
め
の
解
説
的
な
舞
台
装
置
に
、

余
り
に
も
作
為
が
多
す
ぎ
る
。
妻
の
歌
を
聞
い
て
即
座
に
心
境
の
変
化
を
見

せ
、
改
俊
す
る
と
い
っ
た
「
伊
勢
．
」
の
純
粋
，
さ
は
、
 
「
大
和
」
に
は
観
ら
れ
な

い
。
こ
の
歌
は
、
 
「
古
今
集
」
 
（
巻
第
十
八
雑
歌
下
）
に
「
題
し
ら
ず
」
と
い

う
「
詞
書
」
．
で
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
左
註
」
に
は
、

 
「
或
入
『
こ
．
の
歌
は
、
む
が
し
大
和
の
国
な
り
げ
る
入
の
む
す
め
に
、
あ
る

 
人
住
み
渡
り
け
る
。
 
 
夜
更
く
る
ま
で
琴
を
か
き
鳴
ら
し
つ
つ
、
打
ち
歎

 
き
て
、
こ
の
歌
を
よ
み
て
寝
に
け
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
き
て
、
そ
れ
よ
り
ま
た

 
外
へ
も
ま
・
か
ら
ず
な
り
に
け
り
。
』

 
と
な
む
言
ひ
伝
へ
た
る
。
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
と
あ
る
。
こ
の
「
左
註
」
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
塁
間
で
あ

る
が
、
 
「
寄
人
」
が
「
こ
の
歌
は
」
と
解
説
し
、
 
「
薔
ひ
伝
へ
た
る
」
之
受
け
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留
め
て
い
る
記
載
方
式
に
、
 
「
歌
集
の
詞
書
」
の
原
形
的
な
意
義
が
見
出
さ
れ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
註
釈
で
は
あ
る
が
、
本
質
的
な
も
の
を
含
ん
で
い
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
 
「
空
穂
物
語
」
に
も
一
「
詞
書
」
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
 
「
画
帖
」
が
つ
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
 
「
仲
忠
∴
猟
の
琴
の
競
演
」
の
場

を
、 

「
こ
こ
は
神
泉
。
上
達
部
、
親
王
た
ち
着
き
並
み
給
へ
り
。
一
如
降
れ

 
り
。
天
入
お
り
来
て
舞
ふ
。
、
」

 
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
画
詞
」
も
本
来
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
は
、
別
間
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
註
釈
的
性
格
の
も
の
が
、
 
「
歌
集
の
詞

書
」
に
は
木
質
的
に
性
格
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
そ

れ
が
、
詩
的
精
神
に
支
え
ら
れ
た
小
説
的
発
想
の
可
能
性
を
持
つ
性
格
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
尾
上
八
郎
，
博
士
は
、
ω
「

韻
文
か
ら
始
ま
る
文
学
、
殊
に
我
が
国
の
そ
れ
に
お
い
て
、
歌
物
語
の
古
く
あ

る
の
は
、
自
然
の
事
で
あ
る
。
と
説
か
れ
て
い
る
。
も
し
「
大
和
物
語
」
を
、

「
韻
文
か
ら
始
ま
る
文
学
」
と
し
て
の
「
歌
物
語
」
で
あ
る
と
観
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
ば
、
 
「
伊
勢
物
語
」
は
「
韻
文
で
終
る
文
学
」
と
し
て
の
「
歌
物

語
」
で
あ
る
と
観
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
紫
式
部
が
「
源
氏
物
語
」
を
頂
点
と
す
る
「
物
語
小
説
」
成
立
過
程
に
お
い

て
、
 
「
物
語
の
出
で
来
は
じ
め
の
祖
」
と
観
た
「
竹
取
物
語
」
は
、
主
題
性
追

及
の
点
で
、
物
語
的
発
想
を
主
軸
と
す
る
作
品
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
説
話

的
発
想
の
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
、
紫
式
部
の
物
語
小
説
観
の
基
本
的
姿
勢
に

観
ら
れ
る
新
叙
事
詩
精
神
で
は
、
単
に
、
先
行
的
、
過
渡
的
形
態
の
作
品
と
し

か
受
け
留
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
ω
「
わ
が
国
の
物
語
が
、
伊
勢
物
語
に

始
ま
る
歌
物
語
を
源
流
と
し
て
発
展
し
た
」
と
説
か
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
、
 
「
伊
勢
物
語
」
が
「
歌
物
語
」
と
し
て
の
制
約
を
受
け
て
い
る
限

り
、
 
「
物
語
小
説
」
の
源
流
と
、
 
「
伊
勢
物
語
」
の
成
立
過
程
と
は
、
別
個
の

闇
題
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
「
歌
」
と
「
物
語
」
と
を
、
分

析
し
た
り
、
単
に
両
者
を
結
合
し
て
観
る
こ
と
だ
け
で
「
歌
物
語
」
の
成
立
過

程
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

 
「
歌
」
の
短
歌
的
発
想
と
、
 
「
物
語
」
の
小
説
的
発
想
と
の
関
連
性
が
追
及

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
「
歌
」
か
ら
「
物
語
」
へ
の
展
開
に
就
い
て
、
久

松
潜
一
博
士
は
、
新
学
形
態
か
ら
観
る
と
、
㈱
「
督
情
的
で
あ
る
歌
が
、
感
情

の
歴
史
を
叙
述
す
る
所
か
ら
物
語
と
い
ふ
形
態
」
に
発
展
す
る
、
同
時
に
、
「
歌

と
い
ふ
形
態
」
に
お
・
い
て
も
、
 
「
推
理
や
、
疑
問
や
、
反
省
等
の
形
で
表
現
し

よ
う
と
す
る
所
か
ら
、
 
「
理
知
的
な
歌
」
に
な
っ
た
と
説
か
れ
る
。
感
情
を
主

観
的
、
相
対
的
好
情
的
、
に
表
現
し
た
「
歌
」
の
形
態
が
客
観
的
、
理
知
的
に

叙
述
す
る
「
物
語
」
に
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
展
開

の
面
で
、
逆
説
的
に
観
れ
ば
、
客
観
的
、
理
知
的
に
叙
述
さ
れ
た
「
物
語
」
の

形
態
が
、
将
情
的
な
「
歌
」
の
形
態
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も

っ
と
厳
密
に
言
え
ば
、
主
観
的
、
浮
情
詩
的
に
発
想
さ
れ
た
「
歌
」
が
、
客
観

的
、
叙
事
詩
的
に
発
想
さ
れ
た
「
物
語
」
を
媒
体
と
し
て
、
主
体
的
、
叙
事
下
直

庸
詩
的
に
発
想
さ
れ
た
「
詩
」
に
転
換
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
久
松
博

士
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
．
「
伊
勢
物
語
」
の
原
形
は
、
 
「
万
葉
集
」
 
（
巻
十

六
）
に
「
有
由
縁
歌
」
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
「
桜
児
」
歌
に
観
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
叙
事
的
部
分
は
「
題
詞
」
と
し
て
、
ま
た
心
情
的
部
分
は
「
歌
」

と
し
て
。
し
か
し
叙
事
的
部
分
も
、
所
詮
は
「
歌
集
の
詞
書
」
で
あ
っ
て
、

「
歌
物
語
」
の
地
の
交
と
は
、
発
想
に
お
い
て
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
 
「
歌
」

の
「
由
縁
」
を
解
説
す
る
説
話
的
物
語
で
山
6
0
る
。
説
話
的
内
容
と
、
「
歌
」
と
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の
間
に
は
、
叙
述
的
断
層
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
歌
物
語
」
に
観
ら
れ
る
よ
う
な

「
歌
」
と
そ
の
歌
主
と
の
間
に
お
け
る
督
情
詩
的
精
神
へ
の
転
換
が
遮
断
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
叙
述
的
斜
面
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
 
「
詞
書
」
の
説
話
的
内
容
は
、
 
「
歌
」
と
そ
の
歌
主
と
の
将
情
詩

的
関
連
性
を
、
叙
事
詩
的
に
追
及
し
よ
う
と
す
る
詩
的
発
想
の
形
態
と
し
て
、

「
説
話
」
に
お
け
る
解
説
過
程
の
中
に
持
つ
こ
と
を
性
格
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
桜
児
」
歌
に
就
い
て
、
こ
の
点
を
分
析
し
て
み
る
。

 
も
ち
ろ
ん
、
 
「
昔
者
有
娘
子
云
々
」
と
い
っ
た
発
想
は
、
客
観
的
、
叙
事
詩
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
↓

な
も
の
で
、
叙
事
詩
的
、
物
語
的
な
構
想
に
展
開
す
る
。
だ
が
「
二
壮
十
劇
談
此

娘
云
々
」
に
は
主
観
的
、
拝
情
詩
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
」
「
爾
乃
入
林
中
懸

 
…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
…
 
レ

樹
経
死
。
蕎
壮
士
不
レ
墜
僑
各
遭
逢
諸
等
。
」
と
い
っ
た
発
想
は
、

浮
情
的
、
叙
事
詩
的
な
も
の
で
、
そ
れ
は
、
説
話
的
な
構
想
に
発
展
す
る
。
換

言
す
れ
ば
、
 
「
掲
生
烙
競
、
負
死
相
敵
」
と
発
想
し
た
主
観
的
、
六
情
詩
的

 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ

な
も
の
か
ら
、
渉
敢
猿
憐
、
各
測
器
諸
作
歌
し
と
発
想
し
た
、
慧
的
、

叙
事
詩
的
な
も
の
に
転
換
す
る
た
め
の
物
語
的
、
叙
述
的
内
容
は
、
実
は
「
説

話
」
と
し
て
転
換
さ
れ
る
。
 
「
両
壮
士
」
の
二
つ
の
「
歌
」
の
一
つ
は
、

 
 
春
学
者
 
挿
頭
爾
将
為
跡
 
我
念
之

 
 
 
 
 
 
桜
花
者
 
調
査
流
者
聞

 
こ
の
「
歌
」
一
厳
密
に
い
え
ば
「
詩
」
に
お
け
る
叙
事
的
督
情
詩
的
発
想

は
、
歌
主
i
詩
の
主
体
者
の
主
観
的
、
好
情
詩
的
な
「
歌
」
か
ら
、
客
観
的
、

叙
事
詩
的
な
「
物
語
」
を
媒
体
と
し
て
、
主
体
的
、
叙
事
的
将
情
詩
的
な
「
詩
」
，

と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
物
語
的
発
想
の
成
立
過
程

を
、
こ
の
「
歌
」
の
「
詞
書
」
で
は
、
説
話
約
発
想
を
以
て
、
解
説
し
て
い
る
。

 
「
歌
集
の
詞
童
日
」
に
お
け
る
詩
的
発
想
に
就
い
て

説
話
面
に
お
け
る
打
情
性
と
叙
串
性
の
交
錨
、
ま
た
は
物
語
的
発
想
と
説
話
的

発
想
、
な
い
し
短
歌
的
発
想
か
ら
短
詩
的
発
想
へ
の
転
換
と
い
っ
た
も
の
が
、

二
つ
の
側
面
に
お
い
て
、
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

働
三
壮
士
共
挑
．
紫
］
。
云
々
し
い
描
鶴
欝
饗
鞭
と

㈹
箕
両
壮
士
、
不
諏
哀
燭
、
云
わ
己
鴇
励
謹
言
饗
騒
．
、

 
こ
う
し
九
接
触
点
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
「
歌
物
語
」
の
発

想
に
お
け
る
基
本
的
形
態
が
、
 
「
歌
か
ら
物
語
を
経
て
詩
に
転
換
す
る
」
と
い

っ
た
叙
事
的
拝
情
性
の
物
語
形
態
「
で
あ
る
に
対
し
、
 
「
歌
集
の
詞
書
」
は
、

「
詩
か
ら
説
話
を
介
し
て
歌
に
還
元
す
る
」
と
い
っ
た
景
情
的
叙
事
性
の
説
話

形
態
を
、
発
想
の
基
本
形
態
で
あ
る
と
観
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
 
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
里
は

 
 
 
 
 
花
ぞ
持
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る

 
こ
の
「
歌
」
は
「
紀
貫
之
集
」
 
（
第
十
雑
部
）
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
昔
、
初
瀬
へ
詣
つ
と
て
宿
か
り
し
人
の
家
に
、
久
し
く
到
ら
で
ま
か
り
た

 
 
 
 
 
 

 
り
し
か
ば
、
 
『
か
く
さ
だ
か
に
な
む
宿
り
は
あ
る
」
と
言
ひ
出
し
た
り
け
れ

 
ば
、
こ
こ
に
あ
る
梅
花
を
折
て
や
る
と
て
。
」

 
と
い
う
「
詞
書
」
で
、
集
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
詞
書
」
は
、
こ
の
「
歌
」

の
成
立
す
る
契
機
に
就
い
て
解
説
し
た
注
釈
的
な
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
「

宿
れ
り
し
」
 
「
ま
か
り
た
り
し
か
ぽ
」
と
い
っ
た
作
者
自
身
の
行
動
が
叙
述
面

を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
叙
述
は
歌
主
の
作
歌
意
．
識
に
連
な
る
物
語
的
発
想
の

も
の
で
あ
る
。
 
「
古
今
集
」
 
（
巻
第
一
春
歌
上
）
で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
初
瀬
に
詣
つ
る
ご
と
に
宿
り
け
る
人
の
家
に
、
久
し
く
宿
ら
で
、
程
経
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
後
に
到
れ
り
け
れ
ば
、
彼
の
家
の
あ
る
じ
（
主
）
「
か
く
さ
だ
か
に
な
む
宿
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り
は
あ
る
」
と
言
ひ
出
し
て
侍
ゆ
け
れ
ば
、
そ
こ
に
立
て
り
け
る
梅
の
花
を

 
折
り
て
詠
め
る
。
」

 
と
い
う
「
詞
書
」
で
あ
る
。
 
「
歌
集
の
詞
書
」
も
、
自
撰
、
他
撰
な
い
し
私

撰
、
公
園
、
と
く
に
勅
撰
と
い
っ
た
「
撰
集
」
の
種
別
に
よ
っ
て
発
想
の
性
格

が
相
違
す
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。

 
 
「
紀
貫
之
集
」
の
「
詞
書
」
に
観
ら
れ
る
物
語
的
発
想
は
、
そ
の
ま
ま
「
土

佐
日
記
」
の
叙
述
的
発
想
一
叙
事
的
拝
情
性
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
 
「
古

今
集
」
の
解
説
的
発
想
一
拝
情
的
叙
事
性
の
も
の
と
、
本
質
的
に
相
違
し
て
い

る
。
自
撰
の
場
合
に
、
「
宿
れ
り
し
」
 
「
ま
が
り
な
り
し
か
ば
」
と
い
っ
た
形

で
、
過
去
の
事
実
の
直
叙
で
あ
る
に
対
し
、
他
撰
の
場
合
に
、
 
「
宿
り
け
る
」

 
「
到
れ
り
け
れ
ば
」
と
い
っ
て
、
過
去
の
事
実
を
回
想
し
た
形
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
客
観
的
に
考
え
て
当
然
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
宿
れ
り
し
」
こ
と
の

事
実
と
、
 
「
梅
花
を
折
て
や
る
」
こ
と
の
事
実
と
は
、
作
歌
動
機
の
解
説
内

容
、
説
話
的
物
語
の
内
容
と
し
て
は
、
別
個
の
次
元
に
属
す
る
闘
題
で
あ
る
。

．
更
に
ま
た
「
梅
の
花
を
折
り
」
た
る
事
実
は
、
・
「
か
く
さ
だ
か
に
な
む
宿
り
は

あ
る
」
ど
い
っ
た
宿
の
主
人
に
対
す
る
作
者
の
反
影
で
あ
る
。
 
「
ふ
る
里
」
に

対
す
る
督
情
性
と
、
 
「
梅
の
花
を
折
り
」
た
る
好
情
的
叙
事
性
と
の
間
に
は
、

作
者
の
野
情
性
そ
れ
自
体
の
将
情
詩
的
精
神
に
分
裂
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ

 
 
 
 
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

 
 
「
伊
勢
物
語
」
 
（
第
四
段
）
の
、
こ
の
歌
は
、
 
「
古
今
集
」
 
（
遊
客
十
五
恋

歌
五
）
に
撰
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
「
詞
書
」
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

 
 
「
む
か
し
東
の
五
条
に
、
大
后
宮
お
は
し
ま
し
け
る
。

 
 
西
の
対
に
住
む
人
あ
り
け
り
。
そ
れ
を
本
意
に
は
あ
ら
で
、
行
き
と
ぶ

 
ら
ふ
人
、
志
深
か
り
け
る
を
、
正
月
十
日
ば
か
り
に
、
ほ
か
に
隠
れ
に
け

 
り
。
」
（
伊
勢
物
語
）

 
「
五
条
の
后
の
宮
の
西
の
対
に
住
み
け
る
入
に
、
本
意
に
は
あ
ら
で
、
も
の

 
言
い
渡
り
け
る
を
、
睦
月
の
十
日
余
り
に
な
む
外
へ
隠
れ
に
け
る
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
古
今
集
）

 
先
づ
取
材
面
で
「
人
」
の
描
き
方
に
相
違
点
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
古
今
」
で
は
、
 
「
西
の
対
に
住
み
け
る
人
」
と
あ
っ
て
、
解
説
的
な
説
話
的

な
描
写
で
あ
る
。
 
「
伊
勢
」
で
は
「
西
の
対
に
住
む
人
あ
り
け
り
」
と
な
っ
て

い
る
。
物
語
の
主
人
公
の
行
動
が
、
叙
述
者
の
叙
述
の
線
に
沿
い
叙
事
の
波
に

乗
っ
て
い
る
。
 
「
去
年
を
思
い
出
で
て
」
 
「
か
の
西
の
対
に
行
き
て
」
 
「
去
年

に
似
る
べ
く
も
あ
ら
ず
、
う
ち
傾
き
て
」
「
去
年
を
恋
ひ
て
」
と
い
っ
た
、
叙

述
的
な
物
語
的
な
描
写
で
あ
る
。
主
人
公
は
、
主
観
的
に
、
客
観
的
に
、
沈
吟

と
省
察
を
積
み
重
ね
る
物
語
的
人
間
像
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
。

 
「
月
や
あ
ら
ぬ
」
 
「
春
や
む
か
し
の
」
 
「
春
な
ら
ぬ
。
」

 
「
わ
が
身
ひ
と
つ
は
、
」
 
「
も
と
の
身
に
し
て
」

 
拝
情
詩
的
に
、
叙
事
詩
的
に
、
そ
し
て
叙
事
的
拝
情
詩
的
に
転
換
し
た
、
い

わ
ば
「
歌
」
か
ら
「
詩
」
へ
の
変
態
が
漸
層
的
一
4
四
ま
た
旋
回
的
に
観
ら
れ
る
。

「
伊
勢
物
語
」
に
お
け
る
叙
述
は
、

 
㈹
 
月
の
傾
く
ま
で
臥
せ
り
て
、
去
年
を
恋
ぴ
て
詠
ぬ
る
。

 
圖
 
月
や
あ
ら
ぬ
…
…

叫
と
詠
み
て
・
夜
の
ほ
の
ぼ
の
と
明
く
乏
・
泣
く
な
く
帰
り
に
け
蒐

 
と
展
開
し
て
い
る
。
叙
述
の
線
的
一
ゆ
は
、
漸
層
的
な
鋤
点
を
展
開
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
転
換
す
る
。
そ
う
し
た
頂
点
に
「
詩
」
を
督
噛
す
る
。
叙
述
の
線
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は
こ
こ
で
大
き
く
展
開
す
る
。
、
「
歌
」
へ
の
還
元
の
途
上
に
お
い
て
、
叙
述
の

線
は
旋
回
的
な
◎
点
で
停
止
す
る
。
解
説
的
発
想
に
連
な
る
点
で
も
あ
る
。
こ

れ
が
「
歌
物
語
」
に
お
け
る
叙
述
附
展
開
の
主
流
で
あ
る
。
 
「
大
和
物
語
」
の

説
話
的
発
想
と
も
、
こ
の
一
点
に
お
い
て
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
詩
的
発
想
の
性
格
で
は
、
日
付
の
時
点
さ
え
除
い
て
観
る
と
、
日
記
文
学

は
、
一
種
の
「
歌
物
語
」
で
あ
る
。
例
え
ば
「
蜻
蛤
日
記
」
は
「
古
物
語
の
端

な
ど
を
見
れ
ば
、
よ
に
多
か
る
そ
ら
ご
と
だ
に
」
あ
る
こ
と
に
反
擾
し
て
、
「
人

に
も
あ
ら
ぬ
身
の
上
ま
で
書
き
日
記
し
」
た
作
品
で
あ
る
だ
け
に
、
告
白
性
の

写
実
的
な
物
語
で
あ
る
。

 
 
歎
き
つ
つ
ひ
と
り
寝
る
夜
の
明
く
る
間
は

 
 
 
 
い
か
に
久
し
き
も
の
と
か
は
知
る

 
こ
の
「
歌
」
は
「
拾
遺
集
」
（
巻
第
十
四
恋
歌
四
）
に
、

 
「
入
道
摂
政
（
兼
家
）
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
門
を
遅
く
あ
け
け
れ
ば
、
」

 
と
い
う
「
詞
書
」
で
、
取
り
上
げ
て
あ
る
。
 
「
蜻
蛉
日
記
」
で
は
「
二
、
三

日
ば
か
り
あ
り
て
、
暁
方
に
門
を
叩
く
時
あ
り
。
さ
な
め
り
と
思
ふ
に
，
1
つ
と

め
て
（
翌
朝
）
な
ほ
も
あ
ら
じ
と
思
ひ
て
」
と
述
べ
て
、
こ
の
「
歌
」
を
詠
み

「
と
、
例
よ
り
は
、
ひ
き
繕
ひ
て
書
き
て
、
移
ろ
ひ
た
る
菊
に
さ
し
た
り
」
と

記
し
て
あ
る
。
叙
述
の
線
が
「
と
、
例
よ
り
は
、
云
々
」
の
点
で
旋
回
し
て
い

る
こ
と
は
「
伊
勢
物
語
」
の
場
合
と
同
様
で
、
こ
の
点
に
解
説
的
な
発
想
も
見

出
さ
れ
る
。
叙
述
の
壁
で
あ
る
。

 
「
歌
物
語
」
叙
述
の
線
が
「
歌
」
-
詩
を
頂
点
と
し
て
旋
回
す
る
に
対
し

「
物
語
小
説
」
で
は
、
叙
述
の
線
が
継
続
す
る
。
連
続
的
に
展
開
す
る
。

「
霧
も
深
く
露
け
き
に
、
簾
を
さ
へ
上
げ
給
へ
れ
ば
、
御
記
も
い
た
う
濡
れ
に

け
り
。
ま
だ
斯
や
う
な
る
事
を
な
ら
は
ざ
り
け
る
を

 
「
歌
集
の
詞
書
」
に
お
け
る
詩
的
発
想
に
就
い
て

（
詞
）

（
歌
）AA歌論

v v／

 
（
詞
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
夕
顔
巻
）

 
こ
れ
は
、
光
源
氏
が
十
六
夜
の
月
に
憬
れ
て
、
夕
顔
を
「
な
に
が
し
の
院
」

と
い
う
別
荘
へ
連
れ
出
す
場
面
の
「
歌
」
で
あ
る
。
 
「
荒
れ
た
る
門
の
忍
ぶ
草

茂
り
て
i
霧
も
深
く
、
云
々
」
と
い
っ
た
地
の
交
の
叙
述
に
続
く
歌
主
の

「
詞
」
が
あ
る
。
詞
は
「
歌
」
一
丁
に
転
換
す
る
。
 
「
詩
」
は
旋
回
し
て
も

「
歌
」
と
し
て
還
元
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
次
の
歌
主
の
「
歌
」
を
喚
び
起
こ

す
。
次
い
で
「
詞
」
を
引
き
出
す
。
 
「
物
語
小
説
」
の
叙
述
の
線
は
、
叙
事
的

好
情
詩
的
の
発
想
と
し
て
展
開
す
る
が
、
壁
に
突
き
当
る
こ
と
は
な
い
。
 
「
物

語
小
説
」
の
作
者
が
叙
述
の
線
を
停
止
し
て
、
そ
の
叙
述
面
を
壁
で
囲
む
時
に

「
能
」
の
舞
台
に
通
じ
る
場
面
が
成
立
す
る
。
 
「
歌
集
の
詞
書
」
の
性
格
に
通

じ
る
昏
庸
的
叙
事
詩
的
発
想
で
あ
る
。

『
心
尽
し
な
る
事
に
も
あ
り
け
る
か
な
。

い
に
し
へ
も
斯
く
や
は
人
の
惑
ひ
け
む

 
 
我
が
ま
だ
知
ら
ぬ
し
の
の
め
の
道
（
光
源
氏
）

な
ら
ひ
給
へ
り
や
』
と
宣
ふ
。
女
は
ち
ら
ひ
て
、

『
や
ま
の
端
の
心
も
知
ら
で
行
く
月
は

 
 
う
は
の
空
に
て
影
や
絶
え
な
む
（
夕
顔
）

心
細
く
」
と
て
、
物
恐
ろ
し
う
凄
げ
に
思
ひ
た
れ
ば
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
源
氏
物
語
」

結
 
び

 
わ
が
国
の
物
語
小
説
は
、
藤
村
作
博
士
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
ω
「
既
成
の

古
伝
説
に
寄
生
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
竹
取
物
語
的
な
る
境
地
」
を
開
拓
す

る
と
共
に
「
在
来
の
和
歌
に
依
拠
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
伊
勢
物
語
的
な
る

境
地
」
を
開
拓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
歌
」
の
将
情
詩
的
、
．
短
歌
的

r 4．g ”］



発
想
が
、
小
説
的
発
想
の
基
本
的
姿
勢
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
歌

」
の
発
想
も
、
叙
事
的
押
脚
詩
的
、
短
詩
的
な
も
の
と
し
て
変
質
し
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
同
時
に
ま
た
「
物
語
」
の
小
説
的
発
想
も
「
竹
取
物
語
」
的

な
、
説
話
的
な
も
の
と
「
伊
勢
物
語
」
的
な
物
語
的
な
も
の
と
に
系
譜
づ
け
ら

れ
る
も
の
、
更
に
「
伊
勢
物
語
」
的
な
、
「
歌
物
語
」
と
「
空
穂
物
語
」
的
な

「
物
語
小
説
」
と
い
っ
た
系
譜
の
成
立
を
観
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
悶
に

あ
っ
て
、
 
「
歌
集
」
の
成
立
は
「
歌
物
語
」
と
の
関
連
性
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ

「
物
語
小
説
」
と
の
関
連
性
、
と
く
に
「
物
語
小
説
」
と
「
能
文
学
」
と
の
関

連
性
に
お
い
て
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
「
歌
集
」
に
贈
答

歌
が
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
、
例
え
ば
「
本
院
侍
従
集
」
の
如
く
、
集
録
さ
れ

た
「
歌
」
の
全
部
が
、
師
輔
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
「
歌
物

語
」
と
し
て
の
形
態
に
通
じ
る
面
も
観
ら
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
贈
答
者
が

物
語
的
対
人
関
係
と
い
う
よ
り
は
、
劇
的
対
人
関
係
に
お
い
て
登
場
し
て
い
る

こ
と
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
「
歌
集
の
詞
書
」
は
、
こ
う
し
た
点

か
ら
も
性
格
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
本
居
宣
長
の
「
詞
の
つ
が
ね

緒
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
周
知
の
如
く
「
後
撰
集
」
巻
第
三
春

歌
下
）
の

 
 
春
が
す
み
立
ち
な
が
ら
高
し
春
ゆ
え
に

 
 
 
 
ふ
み
と
め
て
け
る
あ
と
の
く
や
し
さ
（
読
人
し
ら
ず
）

 
こ
の
「
歌
」
の
「
詞
書
」
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
 
「
春
花
見
に
出
で
た
り
け
る
を
見
つ
け
て
、
文
を
遣
は
し
た
り
け
る
、
其
の

 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め

 
返
事
も
な
か
り
け
れ
ば
あ
く
る
朝
、
・
咋
日
の
返
し
と
プ
」
ひ
に
詣
で
き
た
り
け

 
れ
ば
、
い
ひ
遣
は
し
た
り
け
る
」

と
あ
る
。
宣
長
は
、
乙
れ
を
、
傍
線
の
部
分
の
よ
う
に
、

 
「
春
花
見
に
出
で
た
り
け
る
を
見
つ
け
て
、
あ
る
男
の
文
お
こ
せ
た
り
け
る

を
、
か
へ
り
ご
と
も
せ
ざ
り
け
れ
ば
、
あ
く
る
朝
う
昨
日
の
か
へ
り
事
と
、

 
こ
ひ
に
お
こ
せ
た
り
け
れ
ば
、
い
ひ
遣
は
し
た
り
け
る
。
」

と
、
改
作
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
西
下
博
士
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
㈲

「
文
義
は
明
瞭
」
に
な
る
が
「
女
の
立
場
で
文
の
格
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
も

の
」
で
、
そ
の
た
め
に
却
っ
て
「
抑
揚
勝
訴
が
失
は
れ
て
し
ま
ふ
し
・
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
原
文
の
晦
渋
さ
は
、
 
「
物
語
小
説
」
の
作
者
が
、
叙
述
の
線
を
停

止
し
た
場
合
の
局
面
的
倒
錯
に
観
ら
れ
る
こ
と
で
、
劇
的
場
面
の
構
想
に
も
通

じ
る
も
の
で
あ
る
。
原
文
の
ま
ま
に
文
意
を
捉
え
る
こ
と
が
「
歌
集
の
詞
書
」

に
性
格
づ
け
ら
れ
た
劇
詩
灼
発
想
を
免
出
す
こ
と
に
な
る
の
・
で
は
あ
る
ま
い

隔
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「
歌
集
の
詞
書
」
に
お
け
る
詩
的
発
想
に
就
象
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